思川利水関係最新データ

第1　栃木県の水需要

１　栃木県の人口及び給水人口の推移

　毎年10月1日現在の栃木県の人口（ただし、5の倍数年は国勢調査人口）を見ていくと、２００５年の２０１万６６３１人をピークとして減少を続け、２０１１年人口２００万００２１人との差は１万６６１０人になります。

　注目すべきは、給水人口（上水道、簡易水道及び専用水道における給水人口の合計数）が減少を始めたことです。

　２００９年度の給水人口は１９２万０８７４人でしたが、翌２０１０年度は１９１万５４８８人となり、５３８６人（約０．３％）減少しています。

　栃木県の総人口の減少傾向を考慮すると、給水人口は今後増えないと思います。
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２　栃木県の水需要

　（１）栃木県の水需要の推移

　栃木県の上水道における1日最大給水量及び1日平均給水量の合計の推移を見ると、1日最大給水量は減少傾向にあり、1日平均給水量は横ばいの状態です。

　1日最大給水量は、２００１年度の約８２万２０００m3がピークで、２００９年度には約７６万４０００m3となり、約５万８０００m3（約７．０％）減少しています。
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　（２）栃木県の水需要予測と実績との乖離

　栃木県の上水道及び簡易水道における年間給水量の実績と推計を見ると、最新の推計であるとちぎ元気プランの２０１０年度の推計値２億６８００万m3と２００９年度の実績値２億４８５９万４０００m3は、1年のずれはありますが、１９４０万６０００m3（７．２％）もの開きがあり、計画と実績との乖離はますます拡大するものと思われます。

　栃木県は、総合計画「とちぎ元気プラン」（計画期間06〜10年度。２００６年2月策定）になってようやく水需要が減少する推計をするようになりましたが、それでも過大な推計です。

　栃木県は、現実を無視した過大な水需要予測によってダム計画を促進しているのです。
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　（３）1人1日最大給水量の推移

　　栃木県の1人1日最大給水量（上水道及び簡易水道の合計）の推移を見ると、１９９４年度の５０４リットルをピークに減少傾向にあり、２００９年度には４２２リットルとなり、その差は、８１リットル（約１６．１％）にもなります。

　近年減少傾向ははっきりしてきました。
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第2 栃木県内の思川開発事業関係市町の全体の水需要

１　人口の推移

　２０１１年１１月に確定した２０１０年国勢調査人口を見ると、栃木県内の思川開発事業関係市町の中で、２００５年国勢調査人口と比べて増加したのは、単独参画をしている小山市のほかには、わずかに下野市だけです。ただし、下野市も２００８年をピークに減少しています。

　結局、小山市以外の人口は、すべて減少傾向にあります。

　関係市町全体では、５年間で２５７３人（０．４６％）の人口が減少しています。

	　
	２０１０年国勢調査人口
	２００５年国勢調査人口
	増加数
	増加率

	栃木市
	139,262
	142,774
	▲ 3,512
	▲ 2.46

	鹿沼市
	102,348
	104,148
	▲ 1,800
	▲ 1.73

	小山市
	164,454
	160,150
	4,304
	2.69

	下野市
	59,483
	59,132
	351
	0.59

	西方町
	6,521
	6,978
	▲ 457
	▲ 6.55

	壬生町
	39,605
	40,107
	▲ 502
	▲ 1.25

	野木町
	25,720
	25,907
	▲ 187
	▲ 0.72

	岩舟町
	18,241
	19,011
	▲ 770
	▲ 4.05

	計
	555,634
	558,207
	▲ 2,573
	▲ 0.46


２　給水人口の推移

　栃木県内の思川開発事業関係市町（小山市を除き、旧南河内町を含む。）の給水人口は、伸び率は鈍っていますが、年々増加しています。
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３　水需要の推移

　（１）1日最大給水量及び1日平均給水量の推移

　栃木県内の思川開発事業関係市町（小山市を除き、旧南河内町を含む。）の1日最大給水量は減少傾向にあり、1日平均給水量は減少又は横ばいでしたが、２００９年度だけが急に増えています。
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　（２）1人1日最大給水量の推移

　栃木県内の思川開発事業関係市町（小山市を除き、旧南河内町を含む。）の1人1日最大給水量は、減少傾向にありますが、２００８年度及び２００９年度は前年度より増えています。
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　（３）年間有収水量の推移

　栃木県内の思川開発事業関係市町（小山市を除き、旧南河内町を含む。）の1日最大給水量、1日平均給水量及び1人1日最大給水量が増加に転じたという見方をする人もいるかもしれません。

　水需要と言えば、一般に1日最大給水量のことですが、住民が本当に必要な水量は有収水量です。

　　関係市町の年間有収水量は、２００５年度の３４１２万４０００m3をピークに近年減少傾向にあります。
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第3 栃木県内の思川開発事業関係市町の個別の水需要

１　栃木市（旧栃木市）の水需要

　栃木市は、２０１０年３月２９日に藤岡町、大平町及び都賀町を、２０１１年１０月1日に西方町を編入合併しました。

　栃木市の場合、合併前の市町について検討します。水道関係の統計データが旧市町ごとに得られるからです。ただし、都賀町は思川開発事業に参画していませんでしたので、検討しません。

（1） 人口及び給水人口の推移

　栃木市（旧栃木市）の人口は、１９８０年代後半から減少傾向に入り、１９９０年以降減少の一途をたどっています。

　一方、給水人口は増加の一途をたどっています。
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　（２）1日最大給水量の推移

　1日最大給水量は減少傾向にありましたが、最近2年間は、前年実績を上回っています。
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　（３）有収水量の推移

　年間有収水量を見ると、２００５年度をピークに減少しています。

　本当の水需要は減っていると見るべきです。
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２　栃木市（旧大平町）の水需要

（1） 人口及び給水人口の推移

　栃木市（旧大平町）の人口及び給水人口は、伸び続けています。しかし、計画人口が達成できる見込みはなく、人口予測が過大であったことに変わりはありません。
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　（２）1日最大給水量の推移

　栃木市（旧大平町）の1日最大給水量も増加傾向にあります。しかし、計画水量に達する見込みはありません。
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　（３）1人1日最大給水量の推移

　しかし、栃木市（旧大平町）の1人1日最大給水量は、横ばいの状態であり、計画水量を１００リットル程度下回ります。
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　（４）年間有収水量の推移

　栃木市（旧大平町）の年間有収水量は、２００５年度をピークに減少に転じたかと思いきや、最近２年間は増加しています。
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３　栃木市（旧藤岡町）の水需要

（1） 人口及び給水人口

栃木市（旧藤岡町）の人口及び給水人口は、減少傾向にあります。

[image: image16.wmf]
　（２）1日最大給水量

　栃木市（旧藤岡町）の1日最大給水量も減少傾向にあります。

　過大な推計値とのかい離は広がるばかりです。
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　（３）1人1日最大給水量

　栃木市（旧藤岡町）の1人1日最大給水量も減少傾向にあります。

　最近２年度は２００７年度より増えていますが、計画水量に達する見込みはありません。
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　（４）年間有収水量の推移

　栃木市（旧藤岡町）の年間有収水量は、２００４年度の１６４万１０００m３をピークに激しく減少しています。
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４　栃木市（旧西方町）の水需要

（1） 人口及び給水人口

　栃木市（旧西方町）の人口及び給水人口は、減少傾向にあり、しかも人口は国の推計をはるかに下回って激しく減少しています。
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　（２）1日最大給水量

　栃木市（旧西方町）の1日最大給水量は、横ばいから減少傾向に移ってきました。
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（３）年間有収水量

　栃木市（旧西方町）の有収水量は、ここ１０年間ほぼ一定しています。
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５　下野市

（1） 人口及び給水人口

　下野市は、南河内町、石橋町、国分寺町が２００５年に合併してできた

市です。

　石橋町、国分寺町が思川開発事業に参画しており、南河内町は参画していませんでした。

　ここで検討する下野市のデータは、合併前の南河内町のデータを含んでいます。

　合併後の下野市の人口は、２００８年の５万９４８８人をピークに減少しています。　給水人口は増加傾向にありますが、計画値とのかい離は広がっています。
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　（２）1日最大給水量

　下野市の1日最大給水量は、最近２年度だけ急に増加していますが、市の推計とはかい離しており、現在の保有水源で不足することはないと思われます。

[image: image24.wmf]
（３）有収水量

　有収水量は、２００５年に下野市が成立してから、増加したとは言えない状況にあります。
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６　壬生町

（1） 人口及び給水人口

　壬生町の人口は２００５年の４万０１０７人をピークに減少に転じています。しかし、給水人口は増え続けています。
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　（２）1日最大給水量

　壬生町の１日最大給水量は減少傾向にありましたが、ここ２年度は増加しているように見えます。
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　（３）年間有収水量

　壬生町の年間有収水量は、減少傾向にあります。
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７　岩舟町

（1） 人口及び給水人口

　岩舟町の人口は、１９９８年の１万９９２２人をピークとし、給水人口は、１９９７年の１万９３９８人をピークとして減少が続いています。
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　（２）1日最大給水量

　　岩舟町の1日最大給水量は、減少傾向にあります。
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８　野木町

（1） 人口及び給水人口

野木町の人口及び給水人口は、減少傾向にあります。
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　（２）1日最大給水量

　　野木町の1日最大給水量は、減少傾向にあります。

　　ただし、２００９年度だけは、急に増えています。

　　しかし、保有水源には大分余裕があります。
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　（３）年間有収水量

　野木町の年間有収水量は、最近５年間は横ばいです。
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９　鹿沼市の水需要

　鹿沼市は、思川開発事業に単独で参画していますが、鹿沼市が支払うべき建設負担金約５３億円のうち、実際に鹿沼市が支払う金額は約１６億円で、残り約３７億円は、栃木県が肩代わりすることになっています。

　したがって、鹿沼市に新規水需要がないなら栃木県の肩代わりも無駄ということになります。

（1） 人口及び給水人口

　鹿沼市の人口は、２０００年をピークに減少していましたが、２００６年の粟野町との合併後も減少を続けています。
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（２）1日最大給水量

　鹿沼市の1日最大給水量は、１９９５年度から減少傾向にありましたが、２００６年度に底を打ち、増加に転じているように見えます。
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（３）有収水量

　鹿沼市の年間有収水量は、最近１０年間、給水人口の増加にもかかわらず、７５０万m3前後で推移しています。最近の1日最大給水量の増加にも影響されていません。
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１０　小山市の水需要（参考）

　小山市は、栃木県とは別個に思川開発事業に参画していますので、参考までに検討します。

（1） 人口及び給水人口

　小山市の人口及び給水人口は、増加の傾向にあります。
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　（２）1日最大給水量

　小山市の1日最大給水量は、横ばいの状況にあります。

　ただし、最近３年間は、微増ながら増加しています。
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　（３）1人1日最大給水量

　　小山市の1人1日最大給水量は、減少傾向にあります。最近４年間は、横ばいの状況にあります。
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　（４）年間有収水量

　　小山市の年間有収水量は、２００７年度をピークに、最近２年間は減少しています。
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１０　まとめ

　小山市を除く市町全体、栃木市、栃木市（旧大平町）、下野市、壬生町、野木町、鹿沼市及び小山市において、ここ1年ないし4年の間に1日最大給水量が急に増加する現象が起きています。

　しかし、奇妙なことに、年間有収水量を見ると増加傾向は見られません。

　有収水量が増えないのに1日最大給水量が増える理由は不明です。

　一つ考えられるのは、漏水していた配水管を布設替えした場合、施工部分から先の配水管の水圧が上がり、かえって漏水が増えるという現象が起きることですが、だからといって、その漏水を新規水需要としてダム事業に参画する根拠にすることが許されるとは思えません。

　水道事業は、水を売る事業ですから，本来なら有収水量が水需要であるべきです。もちろん、漏水をゼロにはできませんから、多少の余裕は必要ですが、1日最大給水量が大きくなる合理的な理由が分からないままに、これに合わせて水源を確保するという考え方が妥当とは思えません。

　それにしても、ここ数年間、1日最大給水量や1人1日最大給水量が増えたとしても、当局による推計値に達する見込みはなく、新規水需要の必要性を裏付ける現象にはなっていません。

第4 思川開発事業は地盤沈下対策となるか

１　地盤沈下面責

　栃木県内では、１９９７年以降２００９年までの１３年間で、２cm以上沈下した地域はほぼありません。２００４年に０．１km２において沈下しただけです。
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２　地層収縮量

　栃木県の代表的な観測地点である野木町の環境管理1号井における地層収縮量を見ると、年間の収縮量は徐々に小さくなっていることが分かります。
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３　地下水位

　保全地域内の観測井１７本のうち１５本において地下水の上昇傾向が見られます。

　この傾向は、ごく最近になっても変わっていません。

[image: image43.wmf]
４　最大年間変動量の推移

　栃木県内の最大年間変動量とは、栃木県内のどの観測井かを問わない年間の最大の沈下量をいいます。

　１９９６年以降は、最大で２cm以上したのは２００４年の１回だけであり、地盤沈下が沈静化したことを示しています。
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５　まとめ

　栃木県内の地盤沈下は、地盤沈下面責、地層収縮量、地下水位及び最大年間変動量のいずれの指標から見ても、沈静化しています。
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